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れいめい高校　２年
工学科

大場　愛香 さん
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私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
、

物
を
作
る
こ
と
が
好
き
で

し
た
。
建
設
業
界
へ
の
興

味
を
持
ち
出
し
た
の
は
兄

が
れ
い
め
い
高
校
工
学
科

に
入
学
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
入
学
後
、
た
く
さ
ん
の

体
験
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

産
・
官
・
学
が
連
携
で
実

施
す
る
「
若
手
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
建
設
機
械
の
操
作
体

験
や
重
機
操
作
の
基
礎
基

本
を
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
川
内
川

の
河
川
敷
で
電
子
平
板
に

よ
る
横
断
測
量
の
体
験
学

習
な
ど
最
先
端
技
術
に
も

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
習

と
し
て
、
地
元
専
門
工
事

業
の
方
々
の
木
造
在
来
軸

組
の
休
憩
所
工
事
の
全
工

程
に
ク
ラ
ス
全
員
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
業
で
は
大
工
作
業
を
は

じ
め
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
均
し
作
業
な
ど
の
施
工

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
建
設
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
や

企
業
説
明
会
も
学
校
内
で

実
施
さ
れ
、
建
設
業
界
で

働
く
方
々
の
お
話
を
聞
き
、

改
め
て
建
設
業
で
働
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
、
工
学
科
全
学
年
で

女
子
は
私
一
人
だ
け
で
す

が
、
一
切
嫌
な
思
い
も
せ

ず
、
楽
し
く
勉
強
が
で
き

て
い
ま
す
。

　
来
年
度
、
就
職
の
視
野

を
広
げ
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
資
格
試
験
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。
現
在
は

ま
だ
計
算
技
術
検
定
３
級

し
か
持
っ
て
い
な
い
の
で
、

今
後
、
小
型
建
設
機
械
車

両
系
や
危
険
物
取
扱
者
、

２
級
建
築
お
よ
び
土
木
施

工
管
理
技
士
補
な
ど
多
く

の
資
格
取
得
を
目
標
に
し

て
い
き
ま
す
。

今月はれいめい高校の4人です
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第
一
工
科
大
学
は

月


日
、
姶
良
市
の
道
路
災
害
防

除
現
場
で
視
察
授
業
を
行
っ

た
＝
写
真
＝
。
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
工
学
科
３
年
生
約

人

が
、
安
全
作
業
に
お
け
る
必

要
な
知
識
や
補
強
土
壁
工
法

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
現
場
は
、
山
藤
建
設
（
岩

下
吉
則
社
長
、
姶
良
市
）
が

施
工
す
る
姶
良
市

発
注
の
「
久
末
・

薄
原
線
３
娃
３
防

災
・
安
全
交
付
金

（
災
害
防
除
）
」
。

初
め
に
岩
下
社
長

が
工
事
概
要
や
作

業
を
す
る
上
で
必

要
な
新
規
入
場
者

教
育
や
危
険
予
知

活
動
の
重
要
性
な

ど
を
指
導
。
「
安

全
に
対
す
る
知
識

を
し
っ
か
り
持
っ

て
お
く
こ
と
が
大

切
」
と
述
べ
た
ほ
か
、
補
強

土
壁
工
法
の
種
類
や
特
長
を

説
明
し
た
。
ま
た
、
今
回
採

用
さ
れ
て
い
る
落
石
防
護
補

強
土
壁
「
ジ
オ
ロ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
ル
工
法
」
に
つ
い
て
、
ジ

オ
ロ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル
工
法
協

会
の
特
別
会
員
・
プ
ロ
テ
ッ

ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
前

田
工
繊
の
担
当
者
が
同
工
法

の
特
長
や
施
工
方
法
、
実
績

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
後
、
現
場
を
見
学
。

学
生
ら
は
普
段
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
実
際
の
施
工
現
場

で
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
質

問
し
た
り
、
メ
モ
を
取
る
な

ど
熱
心
に
学
習
し
て
い
た
。

　
同
大
学
の

嶋
洋
教
授
は

「
貴
重
な
機
会
を
設
け
て
も

ら
っ
て
と
て
も
良
か
っ
た
。

ま
ず
は
現
場
を
見
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
。
基
本
的
知
識

を
い
か
に
現
場
に
生
か
し
て

い
く
か
が
大
事
」
と
話
し
た
。

　
県
建
設
業
協
会
加
治
木
支

部
（
塚
田
洋
一
支
部
長
）
は


月

日
、
加
治
木
工
業
高

校
生
を
対
象
に
現
場
見
学
会

を
実
施
し
た
。
土
木
科
１
年

生

人
（
男
子

人
、
女
子

１
人
）
が
普
段
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
大
規
模
な
工
事
現

場
を
見
学
し
、
建
設
業
の
役

割
や
魅
力
を
体
感
し
た
。

　
見
学
会
は
、
次

代
を
担
う
高
校
生

に
地
元
建
設
業
へ

の
就
職
を
促
進
し

よ
う
と
毎
年
実
施
。

同
日
は
、
県
姶
良
・

伊
佐
地
域
振
興
局

建
設
部
か
ら
橋
口

高
行
部
長
、
大
内
田
正
人
技

術
主
幹
、
土
木
技
師
、
同
支
部

か
ら
末
重
堅
司
理
事
、
福
永

和
則
監
事
、
森
園
秀
人
事
務

局
長
が
同
行
。
災
害
復
旧
や

砂
防
、
上
水
道
整
備
な
ど
各

現
場
を
見
学
し
た
。

　
火
山
砂
防
・
霧
島
川
工
区

（
霧
島
市
）
で
は
、
砂
防
ジ

オ
ラ
マ
に
よ
る
砂
防
ダ
ム
の

役
割
や
必
要
性
を
学
び
、
台

明
寺
配
水
区
（
中
央
～
清
水

地
区
）
基
幹
管
路
φ
７
０
０

シ
ー
ル
ド
工
事
（
霧
島
市
）

の
現
場
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
を

造
る
ミ
ニ
シ
ー
ル
ド
工
法
の

特
長
や
発
進
基
地
の
設
備

（
防
音
ハ
ウ
ス
、
中
央
制
御

管
理
室
、
プ
ラ
ン
ト
、
濁
水

処
理
装
置
等
）
な
ど
を
見
学
。

生
徒
ら
は
大
規
模
な
現
場
を

目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
迫

力
に
驚
い
た
様
子
で
「
参
考

に
な
る
も
の
ば
か
り
で
大
変

勉
強
に
な
っ
た
。
今
後
に
役

立
て
た
い
」
と
話
し
た
。

　
橋
口
部
長
は
「
担
い
手
育

成
の
一
環
で
あ
り
、
公
共
工

事
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も

ら
え
れ
ば
。
こ
れ
を
糧
に

し
っ
か
り
勉
強
し
、
卒
業
後

は
建
設
関
連
の
仕
事
に
就
職

し
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。

　
県
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

協
会
（
坪
内
己
喜
男
会
長
）

は

月

日
、
霧
島
市
の
鹿

児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
で

「
業
界
説
明
講
座
」
を
開
い

た
。
室
屋
祐
介
広
報
委
員
長

（
日
峰
測
地
）
ら
が
業
界
の

使
命
な
ど
周
知
。
受
講
し
た

学
生
が
将
来
、
県
内
コ
ン
サ

ル
業
で
活
躍
す

る
日
を
期
待
し

た
。

　
学
校
側
が
協

会
へ
業
界
に
関

す
る
説
明
会
の

開
催
を
要
望
し

て
実
現
。
都
市

環
境
デ
ザ
イ
ン

工
学
科
の
４
年

生
約

人
に
対
し
て
委
員
ら

６
人
が
職
務
内
容
や
魅
力
、

社
会
で
果
た
す
役
割
な
ど
を

伝
え
た
。

　
講
座
で
は
、
原
田
隆
男
委

員
（
新
和
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）
が
計
画
策
定
や
環
境

調
査
な
ど
と
い
っ
た
各
種
業

務
の
内
容
、
求
め
る
人
材
像

な
ど
を
説
明
。
同
校
Ｏ
Ｂ
で

大
福
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
勤

務
す
る
中
野
誠
氏
も
講
師
を

務
め
、
実
例
解
説
（
公
共
事

業
）
と
し
て
そ
の
業
務
概
要

を
丁
寧
に
紹
介
し
た
。

　
講
座
を
終
え
、
県
内
就
職

を
目
指
す
立
和
名
圭
太
さ
ん

は
「
業
務
そ
の
も
の
が
地
域

貢
献
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
に
魅
力
を
感
じ
た
」
と
笑

顔
。
室
屋
委
員
長
は
「
県
内

コ
ン
サ
ル
業
で
受
講
し
た
学

生
が
活
躍
す
る
日
を
期
待
し

た
い
。
今
後
も
（
鹿
高
専
で

の
）
講
座
を
継
続
で
き
た
ら
」

と
語
っ
た
。

　
い
ち
き
串
木
野
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
「
冠
嶽
八
十
八
ケ
所
巡

り
ウ
ォ
ー
ク
ラ
ン
」
が
１
月


日
、
い
ち
き
串
木
野
市
で

開
催
さ
れ
る
。
参
加
申
し
込

み
は

日
ま
で
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
遍
路
コ

ー
ス
や
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
。
地
図
を

片
手
に
、
点
在
す
る
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
り
制
限

時
間
内
に
獲
得
で
き
た
点
数

を
競
う
。
コ
ー
ス
は
、
ロ
ン

グ
（
５
時
間
）
と
シ
ョ
ー
ト

（
２
時
間
）
、
一
般
の
部
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
ソ
ロ
の

部
が
あ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
（
☎
０

９
８
５
・
８
８
・
１
０
０
１
）

ま
で
。
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開講を前に有意義な時間

となることを願った室屋

委員長＝霧島市の同校
鋭‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘

‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘

普段みることので

きない地下の様子

に見入る生徒ら＝

霧島市の現地
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